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複数の資料を比較・関連付けて、より広い視野から考察し表現する力の育成 

－資料の読み取りを支援し、思考の広がりを促すワークシートの工夫－ 

● 複数の資料を比較・関連付けて考えることに課題がある。

● 既習事項の定着が不十分であり、資料の読み取りが浅い。

生徒の実態 

＜○成果と●課題＞ 

○ワークシート１及び２の活用は、生徒の話し合い活動を活性化し、より広い視野から資

料を読み取ることにつながり思考の広がりが見られた。 

●本時のねらいに収束するように意識しすぎて、生徒の主体性が損なわれないような、穴埋

め箇所の設定が課題である。 

個人での読み取り、班での読み取りの確認を経て、

根拠を持って本時がまとめられる。 

本時の学習の「ねらい」に対し予想を立てる。 

○ 比較・関連付けて考え、社会的事象の特色や意味を

理解すること。 

○ 資料から情報を読み取り、活用すること。

はばたく群馬の指導プラン 

 
読み取る資料を拡大

提示し、個人で行う

資料の読み取りを

「支援」する。 

各班に１つの資料

の読み取りを任

せ、責任を持って

全体へ説明する。 

ワークシート２（指令カード）   

・資料の読み取りを「支援」し、班活動の

目的を明確にする。（このワークシートが発表

原稿にもなり、比較・関連付けに効果がある。）

・ⅠやⅡのような既習事項を活用した読み取り

を行えるように、意図的な仕掛けを入れる。


